
【歴史】
「ぐずやきまつり」は昭和３年に始まりました。
大正時代は「屑（くず）やきまつり」といわれ、

神社境内でかがり火を焚くだけの質素なものでしたが
「くず」を「ぐず」に変え、村の若衆たちが怪魚の張り子を作り、

町中を練り歩いたあと神社境内にて焼却退治される
現在まで９０年続く伝統のまつりへと変化しました。

この「ぐずやき伝説」のお話は
昭和１４年に作られた「振橋節（しんきょうぶし）」

の歌詞で、ぐずの焼却退治のあと
火の回りを歌い踊ります。

【例大祭】
振橋神社の例大祭は8月28日10：30に行われます。

その後、巫女は町内の個人宅に出向いて舞います。
（要予約）

8月28日、29日の２日間 朝6：00～18：00の間
町内の個人宅すべてを回ります。

【子供神輿】
8月28日 朝9：30～10：30 （本年度からコースが変わります）

振橋神社を出発し、動橋大橋を巡回、神社に戻ります。

【獅子舞】 石川県加賀市動橋町 振橋神社

８月２７日 ぐず乱舞、焼却退治
８月２８日 輪踊り（神社境内）
８月２９日 花火大会（冠橋）
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---３００年ほど昔のお話です---

動橋村の神社には古い池がありました。
その池には「化けグズ」が棲んでいて、

毎年８月２７日になると、池から出て、村中を荒し、
若い娘をさらって行きました。
この動橋村には「源左衛門」という長者がおり、

村人から年貢米を厳しく取り上げるため、みんなに
憎まれていました。
源左衛門には「お袖」という１７歳の娘がおり、

親とは正反対に気立ての優しい、美しい娘でした。
お袖には「文七」という結婚を約束した恋人もい

ました。
ある年、源左衛門が重い病にかかり、寝込んで

しまいました。源左衛門の夢の中に「化けグズ」が
現れ、こういいます。
『お袖をくれるのならば、お前を治してやろう』
源左衛門は、自分の命惜しさにお袖を人身御

供として「化けグズ」に差し出す約束をしてしまいま
した。
これを聞いた村人たちは、「源左衛門は憎いが、

お袖が可哀そうだ」と神社に集まり、七日七晩、
「お袖を助けてください」と、神様に祈り続けました。

８月２７日、村に旅姿の武芸者が立ち寄り、村
人から「化けグズ」の話を聞き、「私が力を貸しま
しょう」とお袖に変装し、池のそばで人身御供に成
り代わり「化けグズ」を誘いだすことになりました。
夜になり「化けグズ」が現れるや否や、一太刀

で切り殺し、その後「化けグズ」は村人たちが焼き
払い、炎の回りを朝まで喜び踊ったのです。
命を救われた源左衛門は心改め、私財をなげ

うって、神社に祠を建て神に感謝しました。

村を救った、旅の武芸者こそが、
「大己貴神」(おおなむちのかみ）と云われています。

【ぐずやき伝説】

ＪＲ動橋（いぶりはし）駅 振橋（ふりはし）神社


